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国
家
戦
略
特
区
農
業
支
援
外
国
人
受
入
事
業
に
関
す
る
質
問
主
意
書

「
国
家
戦
略
特
区
法
等
改
正
案
」
（
内
閣
提
出
第
五
四
号
）
の
農
業
支
援
外
国
人
受
入
事
業
に
つ
い
て
問
う
。

一

「
特
定
農
業
支
援
活
動
」
の
具
体
的
な
範
囲
、
同
活
動
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
外
国
人
の
具
体
的
な
人
的
要
件
は
ど
の
よ

う
な
も
の
か
。

二

外
国
人
を
雇
用
す
る
「
特
定
機
関
」
の
具
体
的
な
要
件
、
監
督
す
る
行
政
庁
と
そ
の
監
督
方
法
及
び
不
適
正
な
受
入
れ
を

行
っ
た
「
特
定
機
関
」
に
対
す
る
罰
則
に
つ
い
て
示
さ
れ
た
い
。

三

既
に
特
区
で
の
受
入
れ
が
開
始
さ
れ
て
い
る
外
国
人
家
事
支
援
人
材
は
「
請
負
」
で
行
わ
れ
て
い
る
が
、
農
業
支
援
外
国

人
に
つ
い
て
は
「
派
遣
」
に
限
ら
れ
て
い
る
。
な
ぜ
請
負
や
直
接
雇
用
を
禁
止
し
、
派
遣
に
限
定
し
た
の
か
。

四

「
請
負
」
で
は
な
く
「
派
遣
」
の
方
が
外
国
人
材
の
保
護
が
は
か
れ
る
と
考
え
て
い
る
か
。

五

農
業
支
援
外
国
人
は
、
労
働
者
派
遣
法
改
正
の
事
業
所
単
位
や
個
人
単
位
の
派
遣
期
間
制
限
は
適
用
さ
れ
る
か
。
期
間
制

限
違
反
な
ど
の
事
案
が
生
じ
た
場
合
は
、
労
働
契
約
申
込
み
み
な
し
制
度
の
対
象
と
な
る
の
か
。

六

農
業
支
援
外
国
人
の
「
専
門
性
」
に
つ
い
て
は
、
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
要
件
の
設
定
を
検
討
し
て
い
る
か
。

七

農
業
支
援
外
国
人
の
要
件
に
、
日
本
語
能
力
を
盛
り
込
む
こ
と
を
考
え
て
い
る
か
。

一



八

農
業
外
国
人
材
の
報
酬
に
つ
い
て
、
標
準
的
な
報
酬
水
準
を
示
す
考
え
は
あ
る
か
。
ま
た
、
著
し
く
低
い
報
酬
支
払
い
し

か
行
わ
な
い
特
定
機
関
に
つ
い
て
、
認
定
を
取
り
消
す
考
え
は
あ
る
か
。

九

労
働
基
準
法
上
、
農
業
従
事
者
は
労
働
時
間
、
休
憩
、
休
日
に
関
す
る
規
定
の
適
用
除
外
と
さ
れ
て
い
る
が
、
農
業
支
援

外
国
人
も
同
様
に
適
用
除
外
と
な
る
か
。

十

現
行
制
度
上
の
農
業
技
能
実
習
生
は
、
労
働
基
準
法
の
労
働
時
間
、
休
憩
、
休
日
に
関
す
る
規
定
の
適
用
除
外
と
さ
れ
て

い
る
が
、
農
水
省
通
知
で
労
働
基
準
法
の
労
働
時
間
規
定
や
休
日
に
関
す
る
規
定
に
準
拠
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

こ
の
通
知
は
十
分
に
守
ら
れ
て
い
る
と
考
え
て
い
る
か
。

十
一

同
通
知
と
同
様
の
通
知
を
、
農
業
支
援
外
国
人
に
つ
い
て
も
出
す
こ
と
を
考
え
て
い
る
か
。

十
二

外
国
人
労
働
者
に
限
ら
ず
、
農
業
従
事
者
に
関
し
て
は
、
労
働
基
準
法
の
労
働
時
間
規
制
や
休
日
規
制
の
適
用
が
除
外

さ
れ
て
い
る
た
め
、
「
休
み
が
と
れ
な
い
」
「
長
時
間
労
働
が
常
態
化
し
て
い
る
」
と
い
っ
た
事
例
が
多
数
報
告
さ
れ
て
い

る
。
農
業
従
事
者
に
つ
い
て
も
労
働
基
準
法
の
労
働
時
間
、
休
憩
、
休
日
に
関
す
る
規
定
の
適
用
対
象
と
す
べ
く
検
討
を
進

め
る
考
え
は
あ
る
か
。

十
三

農
業
従
事
者
の
労
災
防
止
に
つ
い
て
、
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
取
り
組
み
を
考
え
て
い
る
か
。
ま
た
、
農
業
支
援
外
国

二



人
の
労
災
防
止
に
つ
い
て
、
同
じ
く
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
取
り
組
み
を
考
え
て
い
る
か
。

十
四

派
遣
元
と
な
る
特
定
機
関
は
、
当
然
に
派
遣
業
の
許
可
が
必
要
で
あ
る
と
理
解
し
て
良
い
か
。

十
五

農
業
は
収
穫
期
等
に
農
作
業
が
集
中
す
る
傾
向
に
あ
る
た
め
、
派
遣
元
た
る
特
定
機
関
は
、
そ
う
し
た
農
業
の
特
殊
な

環
境
へ
の
理
解
や
こ
れ
ら
を
踏
ま
え
た
派
遣
先
の
調
整
な
ど
、
一
般
の
派
遣
会
社
に
比
し
て
も
専
門
性
が
必
要
で
あ
る
。
か

よ
う
な
状
況
か
ら
す
れ
ば
、
特
定
機
関
の
要
件
に
つ
い
て
は
、
単
に
派
遣
業
の
許
可
を
得
た
派
遣
会
社
で
あ
る
と
い
う
だ
け

で
な
く
、
農
業
の
特
殊
な
環
境
へ
の
理
解
や
こ
れ
ら
を
踏
ま
え
た
派
遣
先
の
調
整
を
担
い
う
る
た
め
の
固
有
の
要
件
を
定
め

る
べ
き
で
あ
る
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

十
六

農
業
支
援
外
国
人
の
派
遣
先
と
な
る
農
家
は
、
労
働
者
派
遣
法
上
、
派
遣
先
が
負
う
べ
き
義
務
を
当
然
す
べ
て
負
う
と

い
う
理
解
で
よ
い
か
。

十
七

農
業
支
援
外
国
人
の
派
遣
先
と
な
る
農
家
に
は
、
労
働
者
派
遣
法
は
も
と
よ
り
、
「
派
遣
先
が
講
ず
べ
き
指
針
」
な
ど

の
下
位
法
令
も
含
め
た
法
令
周
知
が
必
要
不
可
欠
と
考
え
る
。
ど
の
よ
う
に
行
っ
て
い
く
考
え
か
。

右
質
問
す
る
。

三


